
技術報告集によせて 

 

「技術職員による技術報告集」を 1989年に発刊して以来、今回で 30回目となりました。 例年開催し

ている技術発表会をまとめたものがこの報告書です。 工学部技術部等の有志によりスタートしましたが、

2008年より主催を三重大学に移し、工学部のみならず、全学の教室系技術職員や事務部が一体となって

実施しています。 最初は小さな活動であったものが、着実に実績を重ね、30回目という節目を迎えたこ

とは関係の皆さんの努力の賜です。 

三重大学では、40 名程の教室系技術職員が工学部、生物資源学部、医学部、教育学部、全学共通教育

センター及び学内共同利用施設等に在籍し、個々に専門的な技術をもって教育・研究支援に取り組んで

います。 専門分野が異なる技術者が、お互いの考えや意見を出し合い、議論を交わすことが自らの知識

や技術の向上につながり、組織の活性化にも結びつきます。 

また、2016年 4月からは自然科学系技術部が発足し、すでに組織化されている工学部とフィールドサ

イエンスセンターの技術部との連携も更に深まり、技術の向上、技術部組織としての活動等において成

果が現れております。 

今年度開催する技術発表会においても学外から寄稿・報告がありました。 東海・北陸地区から名古屋

工業大学と静岡大学の職員が発表することとなり、活発な技術交流や情報交換が行われるでしょう。 

今年度から新たな第四期中期目標期間が始まり、国立大学法人においては、運営費交付金の減額や人件

費削減など引き続き厳しい教育研究の環境でありますが、それを乗り越えた本学技術職員の積極的な自

己研修への取組みは、人材を育て、活かし、新たな独創性や創造性を生み出す活動に結びつくものと心強

く思っております。 

大学において教育・研究に携わる専門技術をもった技術職員は、教員・事務職員同様に無くてはならな

い存在であります。 本報告集が、大学における技術職員の重要性を学内外に発信するものであると同時

に、多方面の皆様にご一読いただき、忌憚のないご意見をいただければ幸いです。 
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